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②ソフトウェア構成

③研究事例（系図画像処理）

人文学の研究において有益な資料である「系図」について、画像上の線分を認識しながら、
系図に書かれた情報どうしの対応づけを行うプログラムを開発し、Dockerで動作するよう
にしました。
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① Dockerとは

仮想マシン
コンテナ
(Docker)

起動 遅い 早い

メモリ消費 多い 少ない

 Dockerとは、Docker社が開発したコンテナ型仮想化ソフトウェアです。

 Dockerでは各アプリケーションを「コンテナ」というパッケージとして
扱います。アプリケーションごとにゲストOSを用意する必要がなくなり、
システムの管理や共同開発がしやすくなります。

 DockerはLinuxというOS（オペレーティングシステム）の上で動きます。Docker Toolboxにより、
WindowsやmacOSでも動かせます。またAmazonやGoogleは、コンテナを動かすためのクラ
ウド環境を提供しています。
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〔系図画像〕

〔位置情報付きテキスト〕

〔認識結果画像〕

〔人間関係（親子・兄弟）〕

〔Dockerコンテナ〕

処理プログラムも
実行コマンド（Ruby）も

入っている！


